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JIO第6回学術大会

Ｊ
Ｉ
Ｏ
専
門
医
制
度
を
高
く
評
価

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
専
門
医
の
あ
り
方
を
討
論

　

五
月
二
十
七
日
東
京
都
千
代

田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

私
学
会
館
に
お
い
て
、「
歯
科

矯
正
医
療
の
専
門
性
の
確
立
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
第
６
回
学
術

大
会
を
開
催
し
、
専
門
医
制
度

の
あ
り
方
に
つ
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
先
立
ち
、
日
本
医
学
会
高
久

史
麿
会
長
よ
り
、
医
学
会
に
お

け
る
専
門
医
制
度
の
問
題
点
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
き
報
告
頂

い
た
後
、
矯
正
領
域
に
お
け
る

専
門
医
制
度
の
現
状
と
問
題

点
、
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｏ
専
門
医
制

度
に
つ
い
て
、
当
会
会
長
深
町

博
臣
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
読
売
新
聞
医

療
情
報
部
の
鈴
木
敦
秋
記
者
を

座
長
と
し
て
、
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
の
吉
田
雅
博
部
長
、

東
海
大
学
医
学
部
谷
野
隆
三
郎

教
授
を
交
え
て
行
わ
れ
た
。
な

お
、
武
見
敬
三
厚
生
労
働
副
大

臣
は
九
州
か
ら
テ
レ
ビ
電
話
で

の
参
加
と
な
っ
た
。

【
２
面
に
関
連
記
事
】

専門医制度のあり方について活発な議論が行われた
シンポジストは左から髙久史麿先生、吉田雅博先生、谷野隆三郎先生、深町
博臣ＪＩＯ会長
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「
歯
科
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
に
係
る
懇
談
会
」
幕
開
け

　

去
る
七
月
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
一

回
「
歯
科
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
に
係
る
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
厚
生
労
働
省
か
ら
の
「
国
民

の
立
場
に
立
ち
、
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
を
申
請
し
て
い
る
三
団
体
（
日
本
矯
正
歯
科
協
会
、
日
本

矯
正
歯
科
学
会
、日
本
成
人
矯
正
歯
科
学
会
）
で
、共
通
の
基
準
作
り
を
検
討
す
る
場
を
設
け
て
欲
し
い
」

と
の
指
導
に
よ
る
。
当
日
は
、
本
件
担
当
官
で
あ
る
厚
労
省
医
政
局
総
務
課
の
飯
村
康
夫
氏
は
所
用
の

た
め
欠
席
。
開
催
に
先
立
ち
、
同
省
歯
科
保
健
課
の
鳥
山
佳
則
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
当
会

会
長
深
町
博
臣
よ
り
、
懇
談
会
開
催
に
関
わ
る
提
案
に
つ
き
説
明
し
、
以
下
の
事
が
確
認
さ
れ
た
。

一
．
進
行
係
を
三
団
体
持
ち
回
り
と
し
、
初
回
は
日
矯
学
会
、
次
回
は
成
人
学
会
、
三
回
目
を
当
会
と

す
る
。

二
．
協
議
内
容
は
全
て
公
開
、
議
事
録
を
残
す
事
と
し
、
各
団
体
か
ら
各
一
名
の
署
名
人
を
出
す
。

三
．
認
定
基
準
の
統
一
に
つ
い
て
話
を
す
る
前
に
、
専
門
医
制
度
の
あ
り
方
に
つ
き
協
議
す
る
。

　

以
上
、
三
点
の
確
認
を
う
け
て
、
進
行
役
、
議
事
録
作
成
人
決
定
後
に
、
鳥
山
氏
よ
り
の
指
名
を
受
け
、

当
会
よ
り
、
専
門
医
の
定
義
、
数
、
研
修
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
見
解
を
述
べ
、
協
議
を
開
始
し
た
。

専
門
医
の
定
義
に
関
し
て
意
見

が
二
分

　
「
専
門
医
は
、
専
従
臨
床
医

だ
け
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の

当
会
の
意
見
に
、
日
矯
学
会
の

小
川
理
事
は
個
人
的
に
そ
う

あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
希
望
を
述

べ
つ
つ
、
実
際
に
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
を
述
べ

た
。
ま
た
、
同
学
会
の
飯
田
理

事
は
、
専
門
医
で
な
く
て
も
能

力
の
有
る
方
も
認
め
る
べ
き
で

あ
る
、
と
述
べ
、
成
人
学
会
の

佐
藤
理
事
長
は
、
例
え
ば
口
腔

外
科
専
門
医
の
場
合
に
、
口
腔

外
科
だ
け
を
や
っ
て
い
る
人
と

捉
え
る
の
か
、
口
腔
外
科
の
専

門
的
な
知
識
と
技
術
が
備
わ
っ

て
い
る
人
と
捉
え
る
の
か
、
微

妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
見
解

で
あ
っ
た
。
当
会
と
し
て
は
、

矯
正
領
域
は
歯
科
に
お
け
る
基

本
領
域
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
専
門
医
の
重
複
取
得
を
認

め
る
領
域
で
は
な
い
、
と
の
認

識
に
立
ち
、
同
じ
技
術
認
定
で

認
定
さ
れ
た
歯
科
医
師
を
、
そ

の
開
業
形
態
の
違
い
に
よ
り
、

認
定
医
と
専
門
医
と
に
呼
び
分

け
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

た
。

専
門
医
数
に
対
す
る
認
識
の
相

違
が
露
呈

　
「
特
殊
な
症
例
を
専
門
医
に

集
中
さ
せ
る
事
で
、
医
療
の
効

率
性
、
安
全
性
を
高
め
る
事
が

専
門
医
制
度
の
目
的
の
一
つ
で

あ
り
、
専
門
医
数
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
極
め
て
重
要
」
と
の

当
会
の
説
明
に
対
し
、
成
人

学
会
の
松
野
理
事
は
「
正
確

な
数
字
で
は
な
い
が
、
現
在
日

本
で
の
一
年
間
の
矯
正
新
患
数

は
、
推
定
十
二
万
五
千
人
で

あ
り
、
専
門
医
件
数
約
千
二
百

件
で
単
純
に
割
る
と
一
件
百
人

と
な
る
。
ま
た
、
学
会
認
定
医

二
千
名
で
割
る
と
約
一
名
六
十

人
、
標
榜
件
数
二
万
件
で
割

る
と
一
件
十
人
以
下
と
な
る
。

一
方
米
国
で
は
、
新
患
数
約

二
百
六
十
五
万
人
、
専
門
医
が

約
一
万
一
千
人
、
一
件
二
百
人

以
上
の
新
患
数
で
あ
る
。
数
の

問
題
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。
一

方
日
矯
学
会
の
飯
田
理
事
は
、

「
国
民
に
と
っ
て
、
良
い
矯
正
医

が
多
い
事
は
良
い
事
だ
。」
と
述

べ
、
数
の
問
題
に
関
す
る
認
識

の
差
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

次
回
懇
談
会
は
、
九
月
二
十
七

日
、
同
時
刻
、
同
会
場
に
決
定

　

鳥
山
氏
よ
り
、
基
本
的
な
討

議
を
す
る
事
は
大
変
重
要
だ

が
、
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
事

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
具
体
的

な
認
定
基
準
を
詰
め
な
が
ら
、

そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
基
本

的
事
項
を
確
認
し
て
ゆ
く
事
が

提
案
さ
れ
た
。そ
れ
を
受
け
て
、

次
回
ま
で
に
、
各
団
体
の
制
度

の
規
則
、
細
則
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
特
徴
、
作

成
ま
で
の
経
緯
等
の
書
類
を
提

出
し
た
上
で
協
議
を
進
め
る
事

と
な
っ
た
。

補
足　

複
数
学
会
に
よ
る
同
一

専
門
医
の
申
請

　

厚
労
省
は
同
一
の
専
門
医
に

対
し
て
複
数
の
学
会
が
申
請
し

て
く
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
心
臓
外
科
分
野
で
三

学
会
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
心
臓
外
科
専
門
医
が
三

種
類
誕
生
す
る
の
は
国
民
が
混

乱
す
る
と
考
え
認
定
基
準
の
統

一
を
指
導
し
た
。
二
〇
〇
三
年

十
一
月
、日
本
胸
部
外
科
学
会
、

日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
、
日

本
血
管
外
科
学
会
の
三
学
会
が

協
力
し
、「
患
者
に
信
用
さ
れ

る
心
臓
外
科
医
」
の
育
成
を
目

指
し
、
心
臓
血
管
外
科
専
門
医

認
定
機
構
を
立
ち
上
げ
た
。
だ

が
、
認
定
基
準
の
執
刀
数
を

決
め
る
段
に
な
る
と
、
百
件
が

五
十
件
、
三
十
件
と
減
り
、
最

後
は
二
十
件
に
落
ち
着
い
た
。

そ
の
後
専
門
医
の
医
療
事
故
が

相
次
ぎ
「
資
格
が
手
術
の
プ
ロ

の
認
定
基
準
に
な
り
得
て
い
な

い
」と
い
う
批
判
が
起
こ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
認
定
基
準
の
執
刀

数
は
五
十
件
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
す
で
に
認
定
さ
れ
た
医
師

に
対
し
て
は
五
年
毎
の
更
新
時

に
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
よ
う
に
し

た
い
と
機
構
の
委
員
は
語
っ
て

い
る
。
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講
演
１

日
本
に
お
け
る
専
門
医
制
度
の

問
題
点
と
方
向
性

日
本
医
学
会
会
長

 

髙
久
史
麿
先
生

「
医
科
に
お
け
る
専
門
医
制
度

改
革
は
頓
挫
し
て
い
る
」

「
専
門
医
の
質
が
担
保
さ
れ
て

な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
」

　

髙
久
先
生
は
講
演
の
中
で

「
専
門
医
制
度
は
、
な
か
な
か

方
向
性
が
無
く
、
医
学
の
分
野

で
も
迷
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

患
者
さ
ん
に
対
す
る
一
つ
の
保

証
で
あ
る
の
で
、
運
営
す
る
学

会
は
患
者
さ
ん
に
対
し
て
責
任

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。」
と

学
会
の
責
任
を
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
「
専
門
医
制
度
の
問
題
点

の
一
つ
は
そ
の
質
が
必
ず
し
も

担
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、
特
に
外
科
系
の
場
合
の
専

門
医
は
技
術
的
な
担
保
が
必
須

と
思
う
が
、
必
ず
し
も
全
て
の

外
科
系
の
学
会
専
門
医
が
技
術

的
な
認
定
を
受
け
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。」
と
い
う
現
状

を
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
日
本

医
師
会
第
III
次
学
術
推
進
会
議

に
お
い
て
特
定
専
門
医
と
い
う

新
た
な
資
格
を
提
言
し
、
技
術

の
評
価
、
診
療
報
酬
加
算
、
専

門
医
数
の
決
定
等
に
も
言
及
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
昨
年
八

月
に
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
日
本
専
門
医
認
定
制
機
構

か
ら
具
体
案
が
出
て
こ
な
い
た

め
、
未
だ
実
質
的
な
討
論
は
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。」
と
い
う

事
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
背
景
に

は
「
認
定
制
機
構
は
全
て
学
会

か
ら
の
資
金
で
運
営
さ
れ
て
い

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。」
事

を
指
摘
さ
れ
た
。

講
演
２

歯
科
矯
正
領
域
に
お
け
る
専
門

医
制
度
の
現
状
と
問
題
点
お
よ

び
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
専
門
医
制
度

Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
長　

深
町
博
臣

「
歯
科
矯
正
分
野
は
卒
後
専
門

教
育
制
度
の
未
定
が
混
乱
の
主

因
」

「
専
門
医
制
度
に
は
フ
ェ
ア
ネ

ス
・
公
平
性
・
透
明
性
が
必
須
」

　

深
町
会
長
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
先
立
ち
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ

の
専
門
医
制
度
を
紹
介
し
た
上

で
現
在
日
本
で
運
営
さ
れ
て
い

る
歯
科
分
野
の
専
門
医
制
度
に

対
し
て
「
専
門
領
域
外
の
診
療

も
可
能
、
複
数
の
専
門
医
資
格

の
取
得
が
可
能
」
と
い
う
現
状

に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
さ
ら

に
、
歯
科
矯
正
領
域
の
卒
後
研

修
シ
ス
テ
ム
が
各
大
学
の
教
授

の
裁
量
権
に
一
任
さ
れ
て
い
る

実
態
に
も
言
及
し
「
卒
後
研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
仕
組
み
の
構
築
が
急
務
」
と

訴
え
、「
教
育
シ
ス
テ
ム
が
混

迷
し
て
い
る
状
況
で
の
専
門
医

制
度
は
フ
ェ
ア
ネ
ス
・
す
な
わ

ち
公
平
性
・
透
明
性
が
必
須
で

あ
る
。」
と
締
め
く
く
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
専
門
医
制
度
は
医
者
の
た
め

に
も
患
者
の
た
め
に
も
な
っ
て

い
な
い
」

「
学
会
主
導
（
大
学
主
導
）
で

実
技
、
臨
床
技
能
評
価
は
難
し

い
」

東
海
大
学
医
学
部
教
授

谷
野
隆
三
郎
先
生

　

日
本
形
成
外
科
学
会
の
役
員

経
験
者
で
も
あ
る
谷
野
先
生
は

「
専
門
医
制
度
は
崩
壊
し
て
い

る
。
今
の
専
門
医
制
度
は
医
者

の
為
に
も
な
ら
な
い
、
患
者
の

為
に
も
な
ら
な
い
。
今
広
告
で

き
る
約
50
学
会
は
、
ほ
と
ん
ど

が
大
学
主
導
。
大
学
主
導
で
本

当
の
実
技
、
臨
床
能
力
の
評
価

は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
。」
と
医

科
の
現
状
を
指
摘
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の

活
動
に
対
し
て
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の

認
定
は
、
非
常
に
厳
し
い
ハ
ー

ド
ル
を
設
け
て
、
し
か
も
本
当

に
臨
床
能
力
が
あ
る
人
が
評
価

し
て
い
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ

る
と
い
う
事
は
、
歯
科
学
会
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
医
科
学
会
に
対

し
て
も
ひ
と
つ
の
試
金
石
と
し

て
、
大
き
な
波
紋
を
広
げ
て
く

れ
る
可
能
性
が
あ
り
非
常
に
期

待
し
て
い
る
。」
と
述
べ
た
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
、
医

学
の
外
科
系
に
と
っ
て
も
非
常

に
参
考
に
な
る
」

「
学
会
が
教
育
施
設
の
認
定
ま

で
行
う
か
が
非
常
に
問
題
」

日
本
医
学
会
会
長
・
自
治
医
科

大
学
教
授       

髙
久
史
麿
先
生

　

深
町
会
長
の
講
演
を
聴
き

終
え
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ

れ
て
い
た
髙
久
先
生
は
「
今
日

初
め
て
矯
正
歯
科
の
話
を
聞
い

て
、
非
常
に
感
心
し
た
。
こ
の

Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
、
医
学

の
外
科
系
に
と
っ
て
も
非
常

に
参
考
に
な
る
と
思
う
。」
と

理
解
を
示
し
た
。
ま
た
専
門
医

制
度
の
運
営
に
関
し
て
「
米

国
は
、
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
現
場
に
出
向
い
て
、
ま

ず
、
そ
の
施
設
が
認
定
施
設
と

い
う
か
教
育
施
設
に
適
す
る
か

ど
う
か
、
そ
れ
か
ら
適
正
な
認

定
数
を
絞
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
実
績
、

ボ
ー
ド
マ
ン
に
な
る
数
、
そ
う

い
う
も
の
を
全
部
勘
案
し
て
、

施
設
で
の
研
修
医
数
を
決
め
て

い
る
。
日
本
で
も
そ
れ
を
や
れ

ば
可
能
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
学
会
が
そ
こ
ま
で
や
る
か

ど
う
か
と
い
う
所
が
非
常
に
問

題
で
す
ね
。」と
意
見
を
述
べ
た
。

「
患
者
・
国
民
の
視
点
に
立
っ

た
専
門
医
制
度
を
期
待
す
る
」

厚
生
労
働
副
大
臣武

見
敬
三
先
生

　

武
見
先
生
は
ま
ず
現
行
の
専

門
医
制
度
に
関
し
て
「
学
会
ご

と
の
資
格
で
レ
ベ
ル
や
名
称
に

統
一
性
が
な
い
。
第
三
者
機
関

等
に
よ
る
公
平
性
の
担
保
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
必
要

な
専
門
医
数
の
検
討
が
不
十
分

で
あ
る
。」
と
問
題
点
を
あ
げ

た
上
で
「
歯
科
矯
正
の
分
野
で

は
貴
会
を
含
め
た
関
係
団
体
で

ご
議
論
さ
れ
、
患
者
・
国
民
の

視
点
に
立
っ
た
よ
り
良
い
専
門

医
制
度
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
。」
と
述
べ

た
。

「
専
門
医
に
必
要
な
知
識
は
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
関
係
が
深
い
」

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

部
長　

吉
田
雅
博
先
生

　

吉
田
先
生
は
「
今
５
つ
ほ
ど

専
門
医
を
持
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
の
試
験
を
受
け
る
時

と
こ
の
試
験
を
受
け
る
時
は
百

倍
も
努
力
が
違
っ
た
な
と
い
う

く
ら
い
の
レ
ベ
ル
も
実
際
に
は

あ
り
ま
す
。」
と
ご
自
分
の
経

験
を
披
露
し
た
。
ま
た
「
知

識
の
試
験
に
関
し
て
は
、
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
と
い
う
事
に
関
連
し

て
、
ご
協
力
で
き
る
か
な
と
い

う
風
に
思
い
ま
す
。」
と
述
べ

た
。

「
医
療
界
全
体
に
対
し
て
何
ら

か
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
事
を

期
待
」

読
売
新
聞
社
会
情
報
部

鈴
木
敦
秋
記
者

　

最
後
に
司
会
の
鈴
木
氏
は

「
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
制
度
の
特
徴
は
、

１
．
患
者
本
位
の
姿
勢
、
２
．

技
術
認
定
の
厳
し
い
基
準
、３
．

開
業
医
を
中
心
と
し
た
職
能
団

体
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
。
良

い
形
で
結
実
し
て
、
医
療
界
全

体
に
対
し
て
何
ら
か
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
持
つ
事
を
期
待
し
て
い

る
。」
と
締
め
く
く
っ
た
。

テ
レ
ビ
電
話
で
参
加
さ
れ
た
武

見
敬
三
厚
生
労
働
副
大
臣

専
門
医
制
度
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に

Ｊ
Ｉ
Ｏ
第
６
回
学
術
大
会
・
講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

卒
後
専
門
教
育
制
度
の
未
定
が

混
乱
の
主
因

　

現
在
、
歯
科
医
師
総
数
は
約

九
万
五
千
人
、
そ
の
中
で
「
主

に
矯
正
に
従
事
し
て
い
る
」
歯

科
医
師
数
が
約
３
％
の
三
千

人
、
一
方
で
「
矯
正
に
従
事
し

て
い
る
」
と
答
え
た
歯
科
医
師

は
五
人
に
一
人
、約
二
万
人（
平

成
十
六
年
厚
労
省
実
態
調
査
）

で
、
現
状
の
歯
科
矯
正
臨
床
の

混
乱
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

混
乱
の
主
因
と
し
て
、
以
下
の

三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。一
つ
は
、

自
由
標
榜
制
度
。
二
つ
目
は
、

一
九
八
九
年
に
開
始
さ
れ
た
日

本
矯
正
歯
科
学
会
（
以
下
、
学

会
）
認
定
医
制
度
。
二
〇
〇
二

年
ま
で
書
類
審
査
だ
け
で
認
定

医
を
輩
出
し
、
現
認
定
医
数
は

約
二
千
百
人
。最
後
の
一
つ
は
、

卒
後
専
門
教
育
。
日
本
で
は
各

大
学
に
一
任
さ
れ
て
い
る
。
日

本
矯
正
歯
科
学
会
誌
に
掲
載
さ

れ
た
卒
後
教
育
実
態
調
査
の
報

告
に
よ
る
と
、
様
々
な
研
修
実

態
が
あ
り
、
大
学
間
で
の
格
差

が
著
し
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

欧
米
で
は
、
厳
格
な
卒
後
研
修

制
度
を
整
備

Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｙ　

ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ

の
専
門
医
重
複
取
得
は
不
可

　

欧
州
で
は
、
あ
る
一
定
レ
ベ

ル
の
矯
正
歯
科
医
療
を
提
供
す

る
目
的
で
十
五
カ
国
が
参
加
し

て
策
定
し
た
卒
後
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｍ
ｕ
ｓ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
が
あ
る
。

７
５
％
は
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
２
５
％
は
各
国
の
事
情
に

合
わ
せ
た
選
択
性
で
あ
り
、
最

低
五
十
症
例
の
患
者
治
療
を
開

始
さ
せ
る
事
、
常
に
矯
正
専
門

医
の
指
導
の
下
に
治
療
を
行
な

う
事
、
終
了
時
に
十
症
例
の
技

能
評
価
を
受
け
る
事
、
そ
の
際

に
外
部
評
価
者
を
一
名
以
上
招

聘
す
る
事
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　

米
国
に
お
い
て
は
米
国
歯
科

医
師
会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
が
認
可
し

た
研
修
機
関
に
お
い
て
研
修
を

受
け
修
了
認
定
を
受
け
た
歯
科

医
師
が
、
Ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｎ

ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
米
国
の
専
門
医
制
度
の
考

え
方
は
、
Ａ
Ｄ
Ａ
の
も
と
に
、

卒
後
教
育
認
定
協
議
会
を
設

け
、
各
年
度
の
研
修
医
定
員
を

策
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
専
門

医
数
を
制
限
し
て
、
経
験
数
を

確
保
す
る
事
で
質
を
担
保
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
研
修
機
関
に

認
定
さ
れ
る
為
に
は
、
Ａ
Ｄ
Ａ

が
定
め
た
一
定
基
準
と
、
専
門

協
会
が
定
め
た
特
定
要
件
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
米
国
の
専
門
医
制
度

に
は
基
本
領
域
が
定
め
ら
れ
て

い
て
、
基
本
領
域
の
重
複
取
得

は
不
可
。
医
科
で
二
十
四
、
歯

科
で
は
九
あ
り
、
矯
正
も
基
本

領
域
の
一
つ
。
従
っ
て
米
国
で

は
矯
正
専
門
医
で
、
小
児
歯
科

専
門
医
と
い
う
事
は
あ
り
得
な

い
。

歯
科
矯
正
領
域
に
お
け
る
専
門
医
制
度
の

現
状
と
問
題
点
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
専
門
医
制
度

Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
長　

深
町
博
臣

【
３
面
に
続
く
】
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現
在
我
々
歯
科
医
の
お
か
れ

て
い
る
立
場
は
非
常
に
弱
い
も

の
で
あ
る
。

　

保
健
治
療
及
び
わ
ず
か
な
自

費
治
療
の
枠
組
み
が
音
を
立
て

て
崩
れ
て
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
様
な
現
状
を
ふ
ま
え
る

と
我
々
歯
科
医
は
自
分
自
身
の

態
勢
を
今
一
度
し
っ
か
り
と
見

据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
目
で
見
た

事
は
、
従
来
の
歯
科
医
療
を
根

底
よ
り
覆
す
様
な
思
考
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
。

　

例
え
ば
重
度
な
歯
周
治
療
に

お
い
て
は
予
知
性
及
び
治
療
の

困
難
さ
か
ら
抜
歯
の
判
定
基
準

が
更
に
高
く
な
っ
て
い
て
、
速

や
か
に
抜
歯
を
し
て
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
に
移
行
し
て
行
く
事

が
か
な
り
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
又
審
美
治
療
に
お
い
て
は

特
に
前
歯
部
の
審
美
改
善
と
い

う
目
的
で
形
態
の
改
善
、
色

調
の
改
善
を
安
易
に
ベ
ニ
ア
・

オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
で
行
う

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
こ
の
様

に
一
度
振
れ
た
振
り
子
は
い

つ
か
は
元
に
戻
る
と
思
う
が
現

時
点
で
は
更
に
進
む
と
思
わ
れ

る
。
確
か
に
利
便
性
・
簡
便
性

を
追
及
し
て
い
く
と
、
そ
の
様

な
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
大
き
な
問
題
を
含
ん
で

い
る
事
だ
け
は
確
実
で
あ
ろ

う
。

　

又
矯
正
治
療
の
分
野
に
お
い

て
も
よ
り
迅
速
で
確
実
な
矯
正

用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
学
会
で
も

数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
私

自
身
矯
正
医
と
相
談
し
て
ど
う

し
て
も
必
要
な
症
例
に
お
い
て

は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
埋
入
す
る

が
、
海
外
及
び
日
本
の
学
会
に

お
い
て
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
使
用

が
先
に
来
て
い
て
本
当
に
必
要

で
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
症
例
も

か
な
り
あ
る
様
な
気
が
す
る
。

　

我
々
一
般
医
も
矯
正
医
も
治

療
の
本
質
を
再
度
見
直
す
事
が

急
務
か
も
知
れ
な
い
。

　

前
述
し
た
様
に
歯
科
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
日
本
と
世
界
で

は
か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ

る
。
私
自
身
確
か
に
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
審

美
マ
テ
リ
ア
ル
の
最
前
線
を

渡
っ
て
来
た
が
、
そ
の
私
で
さ

え
ど
こ
ま
で
行
く
か
不
安
に
な

る
事
が
あ
る
。
い
わ
ん
や
、
一

に
申
し
た
様
に
従
来
の
枠
組
み

が
壊
れ
て
い
る
現
在
、
未
来
に

向
か
っ
て
最
初
に
す
る
事
は
歯

科
医
の
本
質
を
も
う
一
度
し
っ

か
り
見
つ
め
直
す
事
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
自
分
は
何
故
歯
科
医

に
な
っ
た
か
を
考
え
直
す
事
で

も
あ
る
。

　

長
年
こ
の
世
界
に
浸
っ
て
い

る
と
自
分
を
見
失
う
事
が
度
々

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
自
然
に
自
分
は
何
を
す
べ

き
か
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。
ど

ん
な
に
大
変
で
も
本
質
を
把
握

し
て
い
れ
ば
そ
れ
を
乗
り
越
え

成
功
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る

の
で
あ
る
。
患
者
は
敏
感
に
そ

れ
を
察
知
す
る
も
の
で
あ
り
、

又
そ
れ
を
信
じ
た
い
も
の
で
あ

る
。
更
に
大
変
な
時
は
一
方
で

は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
。
そ
れ
故
も
う
一
度
オ
フ
ィ

ス
の
様
々
な
面
を
改
善
し
新
た

な
気
持
ち
で
診
療
に
臨
む
べ
き

で
あ
る
。
我
々
歯
科
医
は
根
本

的
に
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド

と
は
違
い
あ
る
程
度
の
自
己
犠

牲
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の

見
返
り
と
し
て
治
療
の
成
果
を

患
者
と
一
緒
に
喜
ぶ
事
が
も
た

ら
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
歯
科
界
の

未
来
は
自
分
自
身
で
切
り
開
く

も
の
で
あ
り
、
誰
も
助
け
て
は

く
れ
な
い
と
認
識
し
自
分
の
分

野
を
緩
や
か
に
決
め
、
他
の
治

療
は
専
門
医
に
紹
介
し
互
い
に

ワ
ー
ク
シ
ェ
ヤ
リ
ン
グ
を
し
て

患
者
さ
ん
に
最
高
の
治
療
結
果

を
も
た
ら
す
事
が
自
己
の
診
療

を
か
え
っ
て
高
め
、
よ
り
医
院

の
信
頼
を
高
め
る
事
に
な
る
事

を
胸
に
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
歯
科
医
療
は
い
つ
の

時
代
に
あ
っ
て
も
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
患
者
数
の
減
少
、
歯

科
医
院
の
増
加
等
々
様
々
な
マ

イ
ナ
ス
要
素
は
あ
る
も
の
の
強

い
心
の
持
ち
方
と
真
摯
な
患
者

に
対
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
た
ゆ

ま
ぬ
歯
科
に
対
す
る
自
己
研
鑽

が
あ
れ
ば
そ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス

要
素
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
思

う
。
そ
し
て
自
分
自
身
の
歯
科

医
と
し
て
の
人
生
を
充
分
楽
し

ん
で
欲
し
い
。
歯
科
の
未
来
は

数
字
に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
ば

か
り
で
判
断
す
る
べ
き
で
な
く

気
持
ち
の
持
ち
方
と
取
り
組
み

方
ひ
と
つ
で
大
き
く
変
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
可
能
性
は
高
い
も

の
で
あ
る
。

歯
科
治
療
の
本
質
と
は
？

歯
科
医
師
が
と
る
べ
き

　
　
　
　
　
　

ス
タ
ン
ス
は
？

般
の
歯
科
医
は
戸
惑
い
を
隠
せ

な
い
の
が
本
音
で
あ
ろ
う
。
再

度
言
う
が
こ
れ
ら
は
あ
る
面
で

は
治
療
の
本
質
を
歪
め
る
危
険

性
が
あ
る
の
で
良
く
足
元
を
確

か
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。さ
て
、

現
状
認
識
を
ふ
ま
え
て
我
々
歯

科
医
は
未
来
に
対
し
て
ど
の
様

な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
ら
い
い

の
か
少
し
考
え
て
み
る
。
最
初

歯科治療の現在と未来
一般歯科医の立場から

山崎長郎先生ＳＪＣＤインターナショナル会長
原宿デンタルオフィス院長

方
歯
科
界
全
体
と
し
て
は
世
界

か
ら
様
々
な
マ
テ
リ
ア
ル
・
シ

ス
テ
ム
が
一
般
歯
科
医
に
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。
特
に

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
、
そ
し
て
様
々
な
審
美
修

復
マ
テ
リ
ア
ル
で
あ
る
。

　

私
自
身
年
に
数
回
海
外
の
講

演
を
行
い
そ
の
場
で
デ
ィ
ス

日
本
で
は
、
複
数
の
専
門
医
取

得
も
可
能

卒
後
研
修
は
、
全
て
大
学
に
一

任
　

日
本
で
は
、
厚
生
労
働
省
の

管
轄
の
も
と
に
、歯
科
医
師
会
、

歯
科
医
学
会
、
認
定
医
専
門
医

制
協
議
会
が
関
与
し
て
、
平
成

十
七
年
二
月
に
専
門
医
制
度
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
。

専
門
領
域
外
の
診
療
も
可
能
、

複
数
の
専
門
資
格
の
取
得
が
可

能
と
い
う
内
容
。
卒
後
専
門
教

育
の
整
備
に
関
す
る
言
及
は
な

い
。

臨
床
医
を
篩
に
か
け
る
専
門
医

制
度
に
は
公
平
性
と
透
明
性
が

不
可
欠

　

歯
科
に
お
け
る
専
門
医
制

度
と
は
、
幅
広
い
臨
床
能
力

を
持
つ
一
般
歯
科
医
と
、
特

定
領
域
で
高
度
な
臨
床
能
力

を
持
つ
専
門
医
と
が
連
携
す

る
事
で
、
患
者
に
高
度
な
医

療
を
安
全
に
提
供
す
る
た
め

の
制
度
。
医
療
を
分
業
し
て
、

特
殊
な
症
例
は
専
門
医
に
集

中
さ
せ
る
事
で
、
効
率
と
安
全

性
を
達
成
す
る
た
め
の
制
度

と
言
え
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

欧
米
の
様
に
卒
後
研
修
制
度

を
確
立
し
、
社
会
に
出
る
前

の
段
階
で
の
認
定
が
必
要
だ

が
、
卒
後
研
修
制
度
が
未
定

の
日
本
に
お
い
て
は
、
技
能

評
価
を
確
立
し
、
臨
床
医
を

認
定
す
る
事
か
ら
開
始
す
る

し
か
方
法
が
な
い
。
既
に
社

会
で
機
能
し
て
い
る
臨
床
医

を
峻
別
す
る
制
度
で
あ
る
た

め
、
公
平
性
と
透
明
性
が
極

め
て
需
要
。

四
つ
の
特
徴
を
持
つ
Ｊ
Ｂ
Ｏ
技

能
評
価

　

Ｊ
Ｂ
Ｏ
が
重
視
し
た
の
は
、

以
下
の
四
つ
。

１　

最
初
の
審
査
委
員
の
選

任

：

千
例
以
上
の
臨
床
経
験
を

持
つ
専
門
開
業
医
で
あ
る
事
。

も
し
く
は
三
十
年
以
上
の
専
門

医
教
育
歴
を
持
つ
教
育
者
を
選

定
基
準
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
員

総
会
に
て
選
任
。

２　

臨
床
経
験
の
重
視

：

百
症

例
の
自
己
治
験
例
リ
ス
ト
を
提

出
し
、
審
査
委
員
会
に
よ
り
選

ば
れ
た
五
症
例
の
術
前
、
術
後

の
資
料
を
提
出
し
、
評
価
を
受

け
る
。

３　

第
三
者
委
員
を
招
聘

：

矯

正
専
門
医
だ
け
の
審
査
で
は
、

評
価
が
偏
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
公
平
性
に
配
慮
し
て
一
般

歯
科
医
（
歯
科
医
師
会
の
役
員

或
い
は
大
学
の
教
授
）
を
招
聘

し
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
の
視

点
を
取
り
入
れ
、
社
会
に
対
し

て
透
明
性
を
持
た
せ
る
意
味

で
、
医
療
消
費
者
の
代
表
を
招

聘
。

４　

裁
定
委
員
会
と
異
議
審
査

委
員
会
の
設
置

：

裁
定
委
員
会

は
Ｊ
Ｂ
Ｏ
の
認
定
歯
科
矯
正
専

門
医
に
社
会
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

寄
せ
ら
れ
た
時
に
、
調
査
、
報

告
、裁
定
を
下
す
役
割
を
持
つ
。

異
議
審
査
委
員
会
は
、
認
定
審

査
を
受
け
た
会
員
の
ク
レ
ー
ム

を
受
け
付
け
る
委
員
会
。

　

以
上
、
技
能
評
価
に
関
す
る

シ
ス
テ
ム
を
確
立
で
き
た
の

で
、
卒
後
専
門
教
育
制
度
を
含

め
た
専
門
医
制
度
を
構
築
し
、

過
日
、
厚
労
省
へ
申
請
書
類
を

提
出
し
た
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

談笑する深町博臣 JIO 会長（左）と山崎長郎先生
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—

先
生
が
歯
科
医
師
を
志
さ
れ

た
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

与
五
沢

：

実
は
建
築
家
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

父
は
歯
科
医
だ
っ
た
の
で
、

兄
が
歯
科
医
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
兄

は
医
学
部
へ
、
そ
こ
で
私
に

お
鉢
が
回
っ
て
き
た
。
扉
一

つ
で
診
療
室
と
自
宅
と
繋

が
っ
て
い
た
環
境
で
し
た
か

ら
、
歯
科
と
は
違
う
人
生
経

験
を
し
た
い
と
い
う
願
望
が

あ
り
ま
し
た
。
志
を
も
っ
て

歯
科
大
に
入
学
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

—

先
生
が
歯
科
矯
正
医
を
志
し

た
理
由
は
な
ん
で
す
か
？

与
五
沢

：

大
学
へ
入
学
し
て
か

ら
も
、
や
は
り
建
築
家
に
な

り
た
く
て
大
学
に
入
り
直
そ

う
と
考
え
た
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
学
部
に

入
っ
て
榎
先
生
の
矯
正
の

講
義
を
受
け
て
変
わ
り
ま
し

た
。
講
義
の
内
容
の
素
晴
ら

し
さ
と
創
造
性
の
あ
る
矯
正

学
に
強
い
興
味
を
抱
き
、
歯

科
の
中
で
打
ち
込
め
る
目
標

が
で
き
ま
し
た
。
榎
先
生
の

講
義
を
受
け
な
か
っ
た
ら
、

別
の
道
を
歩
ん
で
い
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

—

先
生
の
恩
師
で
あ
ら
れ
る
榎

先
生
、
ス
エ
ヒ
ロ
先
生
の
思
い

出
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

与
五
沢

：

当
時
榎
先
生
が 

ベ
ッ
グ
法
を
日
本
に
導
入
さ

れ
、
医
局
全
員
一
つ
の
目
標

に
邁
進
し
て
い
た
良
き
時
代

で
し
た
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、

榎
先
生
は
常
に
広
い
視
点

か
ら
慎
重
か
つ
創
造
的
に
こ

と
に
処
さ
れ
る
姿
勢
が
印
象

的
で
し
た
。
榎
先
生
の
一
言

一
句
を
心
に
留
め
た
い
と
常

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
鮮
明

に
残
る
当
時
の
榎
先
生
の
言

わ
れ
た
言
葉
を
紹
介
し
ま
す

と
、「
人
は
権
力
を
独
り
占

め
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
人

は
権
力
を
握
る
と
悪
い
こ
と

を
し
ま
す
」。
一
九
六
〇
年

代
後
半
に
既
に
矯
正
医
を
認

定
す
る
と
い
う
話
が
出
て
い

ま
し
た
が
、「
矯
正
医
を
試

験
、
判
定
で
き
る
よ
う
な
人

は
今
の
日
本
に
は
い
ま
せ
ん

よ
」。
榎
先
生
の
正
直
さ
と

公
平
性
が
こ
こ
か
ら
も
十
分

汲
み
取
れ
ま
す
。 

ス
エ
ヒ
ロ
先
生
は
、
非
常
に

タ
フ
で
ハ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー
で

す
。
一
九
七
〇
代
初
頭
、
ア

メ
リ
カ
の
矯
正
医
は
花
形

で
、
ス
エ
ヒ
ロ
先
生
の
グ

ル
ー
プ
は
診
療
所
三
カ
所
、

勤
務
者
は
五
十
名
を
超
え
ま

す
。
メ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
一

日
百
三
十
名
程
の
来
院
数
、

そ
れ
を
二
名
の
ド
ク
タ
ー
で

こ
な
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
仕

事
量
と
緊
張
感
は
大
変
な
も

の
で
す
。朝
は
八
時
半
か
ら
。

全
く
の
途
切
れ
無
し
の
仕
事

で
す
。
ち
な
み
に
ド
ク
タ
ー

が
定
期
的
に
行
な
う
ブ
レ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
朝
七
時
か
ら
で
す
。
ス

エ
ヒ
ロ
先
生
の
凄
さ
は
行

動
力
と
厳
し
さ
、
努
力
家
で

し
ょ
う
か
。
一
方
で
は
、
百

人
を
超
え
る
人
を
招
い
て
の

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
り
、

豪
華
に
振
る
舞
う
ワ
イ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
で
人
を
喜
ば
せ

た
り
の
面
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

—

実
際
に
こ
の
仕
事
を
選
択
さ

れ
て
ど
う
で
し
た
か
？

与
五
沢

：

矯
正
治
療
を
通
じ
て

充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
矯
正

治
療
は
、
自
然
が
投
げ
か
け

た
ク
イ
ズ
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
考
え
れ
ば
考
え
る
程
に

奥
深
い
。
決
し
て
最
後
ま
で

は
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

永
遠
に
続
く
ク
イ
ズ
で
す
。

—

南
青
山
を
開
業
地
と
し
て
選

ん
だ
わ
け
は
？

与
五
沢

：

当
初
は
世
田
谷
に
構

え
ま
し
た
が
、
交
通
の
便
を

考
え
て
よ
り
中
央
に
と
思
い

ま
し
た
。
都
市
計
画
の
専
門

家
か
ら
青
山
の
将
来
性
を
聞

き
、
土
地
勘
の
あ
る
青
山
原

宿
周
辺
で
物
件
を
探
し
ま
し

た
。
当
時
は
車
も
ま
ば
ら
の

民
家
が
中
心
の
地
域
で
。
現

在
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
街
と
全

く
違
う
雰
囲
気
で
し
た
ね
。

—

医
院
の
デ
ザ
イ
ン
で
ご
自
慢

の
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

与
五
沢

：
全
体
の
空
間
の
広
が

り
が
好
き
で
す
。
個
別
に
は

自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
診
療
椅

子
と
か
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で

し
ょ
う
か
。
仕
事
場
は
人
生

で
一
番
長
い
時
間
を
過
ご
す

空
間
で
す
か
ら
、
最
も
重
要

と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

—

今
ま
で
に
治
し
た
症
例
の
数

は
？

与
五
沢

：

開
業
す
る
ま
で
に

四
千
人
程
の
治
療
に
携
わ
り

ま
し
た
。
開
業
し
て
か
ら
は

六
千
人
は
超
え
て
い
ま
す
。

—

患
者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
。

与
五
沢

：

矯
正
医
と
し
て
最
善

を
尽
く
す
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
肉
体
的

に
精
神
的
に
健
全
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

—

Ｃ
Ｔ
導
入
後
、
考
え
方
に
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

与
五
沢

：

南
青
山
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
は
Ｃ
Ｔ
撮
影
の

た
め
の
空
間
で
す
。
三
次
元

の
観
察
が
可
能
に
な
る
と
、

二
次
元
の
分
析
値
の
位
置
づ

け
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
情

報
の
収
集
手
段
の
変
化
は
理

解
の
形
式
を
変
え
ま
す
。
現

状
に
お
い
て
矯
正
治
療
方

針
を
立
て
る
上
で
Ｃ
Ｔ
は
必

需
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
れ
ば
便
利
な
物
で

す
。
一
度
手
に
し
た
高
度
な

情
報
を
手
放
す
こ
と
は
困
難

で
す
。

—

若
い
先
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

与
五
沢

：

現
在
の
矯
正
環
境

は
劣
悪
で
す
。
い
つ
の
世
に

も
本
物
だ
け
は
残
る
と
い

う
信
念
を
も
っ
て
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
矯
正

医
が
矯
正
医
と
し
て
人
生

を
送
る
た
め
に
は
、
矯
正

臨
床
を
大
切
に
し
て
、
個

を
超
え
て
矯
正
臨
床
を
守

る
た
め
の
集
団
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
下
鉄
表
参
道
駅
Ａ
５
出
口
か
ら
み
ゆ
き
通
り
を

下
っ
て
い
く
。
奇
抜
な
プ
ラ
ダ
ビ
ル
を
過
ぎ
る
と

フ
ロ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
が
み
え
て
く
る
。
そ
の

モ
ダ
ン
な
作
り
は
二
〇
〇
七
年
に
お
い
て
も
旧
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
三
階
に
上
り
、

吹
き
抜
け
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
な
が
ら
右
奧
に

進
む
と
よ
ご
さ
わ
歯
科
矯
正
の
ド
ア
が
あ
る
。
ド
ア

を
あ
け
一
歩
二
歩
と
足
を
進
め
る
と
突
然
広
が
る

空
間
と
受
付
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
で
緊
張
が
一
気
に

解
け
て
い
く
。

港
区
南
青
山 
よ
ご
さ
わ
歯
科
矯
正

Ｊ
Ｉ
Ｏ
認
定
歯
科
矯
正
専
門
医　

与
五
沢
文
夫
先
生

与五沢 文夫 先生　1941 年 3 月 31 日生
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1969 年 3 月 日本歯科大学矯正学教室大学院修了
 4 月 同校矯正学教室助手
1970 年 4 月 同校矯正学教室講師
1971 年 3 月 同校矯正学教室退職
 4 月 米国ワシントン D.C. にて矯正診療所（Dr スエヒロ）勤務
1972 年 9 月 帰国
  世田谷区にて矯正診療所開業
  帰国後、日本各地で主として大学人にスエヒロ先生ならびに

アメリカ人矯正家と伴にエッジワイズ講習会を開催する。
  エッジワイズが日本で展開するきっかけになった。
  第 0 回エッジワイズ講習会 以後 2003 年迄毎年開催
1973 年 4 月 日本歯科大学矯正学教室非常勤講師
  東京医科歯科大学矯正学教室非常勤講師
1975 年 3 月 日本歯科大学矯正学教室非常勤講師退職
1976 年 4 月 港区に矯正診療所開設
  Tweed Foundation、 Examining Committee
1977 年  Tweed Foundation、 Instructor
1979 年 4 月 第 1 回与五沢矯正研究会
1981 年 3 月 Angle Society of Orthodontists、 Affiliate Member
  東京医科歯科大学矯正学教室非常勤講師退職
1984 年 4 月 Angle Society of Orthodontists、 Regular Member
2004 年 1 月 有限責任中間法人 日本矯正歯科協会設立 代表理事　　
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先
生
が
歯
科
医
師
を
志
さ
れ

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤

：

実
は
共
通
一
次
の
点
数

が
悪
か
っ
た
の
で
す
よ
。
医

学
部
志
望
だ
っ
た
の
で
す
が

予
備
校
の
先
生
が
歯
学
も
医

学
の
一
部
だ
か
ら
ど
う
だ
と

勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

先
生
は
合
格
者
を
増
や
し
た

か
っ
た
だ
け
で
し
ょ
う
が
、

今
と
な
っ
て
は
そ
の
先
生
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

す
ば
ら
し
い
職
業
に
出
会
え

た
ん
で
す
か
ら
。

—

一
番
影
響
を
受
け
た
先
生
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤

：

影
響
が
一
番
大
き
か
っ

た
の
は
予
備
校
の
先
生
で

し
ょ
う
。（
笑
い
）
お
話
し

た
通
り
、
あ
ま
り
積
極
的
な

理
由
で
歯
学
部
に
入
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
大

学
時
代
は
優
等
生
で
は
な

か
っ
た
で
す
。
卒
業
す
る
に

あ
た
っ
て
も
で
き
る
だ
け
歯

科
か
ら
離
れ
た
仕
事
が
し
た

い
と
思
い
歯
科
放
射
線
科
に

入
局
し
ま
し
た
。
入
学
と
同

じ
で
そ
ん
な
に
積
極
的
な
理

由
で
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
今
に
な
っ
て
み
る

と
画
像
を
見
て
診
断
を
行

う
と
い
う
一
連
の
論
理
的
な

思
考
を
勉
強
で
き
た
こ
と
が

今
の
歯
科
臨
床
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で

は
歯
科
放
射
線
科
の
伊
藤
壽

助
教
授
に
も
大
き
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
大
学
を
や
め

る
に
あ
た
り
、
や
は
り
勤
務

先
は
開
業
医
し
か
な
い
な
と

い
う
状
況
で
開
業
医
に
勤
め

ま
し
た
。
そ
こ
で
や
は
り
恥

ず
か
し
く
な
い
治
療
を
し
た

い
。
も
っ
と
い
え
ば
僕
の
中

に
バ
カ
に
さ
れ
た
く
な
い
思

い
が
強
く
あ
り
ま
し
て
、
こ

れ
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
勤

務
先
院
長
に
三
条
市
開
業
の

榎
本
紘
昭
先
生
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
す
ご
く
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
ね
。」

学
生
時
代
か
ら
勤
務
す
る
ま

で
の
開
業
医
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
金
儲
け
主
義
み
た

い
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

入
学
す
る
ま
で
は
歯
科
の
事

な
ん
て
興
味
な
か
っ
た
ん
で

す
か
ら
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
も

な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
が
、

大
学
６
年
間
で
植
え
付
け
ら

れ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。実
際
、

学
部
６
年
時
に
臨
床
実
習
を

行
う
総
合
診
療
室
で
そ
こ
で

教
え
ら
れ
た
事
を
忠
実
に
守

れ
ば
開
業
医
と
し
て
は
す

ば
ら
し
い
し
、
い
わ
ゆ
る

ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
る
と
教
育
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
で
す
よ
、
榎

本
先
生
は
そ
れ
以
上
の

事
を
こ
と
も
な
げ
に
や
っ

て
い
た
し
、
理
論
的
に
も

し
っ
か
り
し
て
い
る
。
ま

た
、
結
果
が
ち
ゃ
ん
と
出

て
い
る
し
見
せ
て
く
だ
さ

る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
患

者
さ
ん
に
対
す
る
愛
が
あ

り
ま
し
た
。
す
ご
く
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
か
な
、
自
分
の
中
で
「
歯

科
臨
床
が
面
白
い
」
と
思
い

始
め
た
の
は
。
そ
れ
か
ら
不

足
し
て
い
た
知
識
と
経
験
を

貪
欲
に
吸
収
し
ま
し
た
。
あ

る
程
度
、
歯
科
臨
床
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、

自
分
は
こ
ん
な
風
に
診
療

し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

開
業
を
し
ま
し
た
。

—

実
際
に
こ
の
仕
事
を
選
択
さ

れ
て
ど
う
で
し
た
か
？
仕
事
と

し
て
の
歯
科
医
療
の
魅
力
な
ど

お
話
く
だ
さ
い
。

佐
藤

：

今
は
医
者
に
な
ら
な
く

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す

よ
。
医
者
に
な
っ
た
わ
け
で

は
無
い
の
で
実
際
は
比
較
で

き
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
歯

科
臨
床
は
手
を
動
か
し
て
も

の
を
作
る
と
い
う
良
さ
が
あ

る
。
そ
し
て
自
分
の
や
っ
た

こ
と
が
結
果
と
し
て
す
ぐ
に

で
は
な
い
に
し
ろ
表
れ
る
。

ま
た
な
に
よ
り
患
者
さ
ん
が

喜
ん
で
く
だ
さ
る
。
私
は
歯

科
の
仕
事
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
感
じ
ま
す
。
お
医
者
さ
ん

は
人
の
生
き
死
に
と
い
う
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
歯
科
の
も
の
と
は
違

う
。

—

医
院
の
設
備
、
デ
ザ
イ
ン
で

ご
自
慢
の
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す

か
？

佐
藤

：

で
き
る
だ
け
空
間
を
広

く
と
り
た
か
っ
た
ん
で
す

よ
。
自
分
の
診
療
ス
タ
イ
ル

を
想
定
し
た
と
き
に
一
回
の

治
療
の
内
容
が
濃
い
の
は
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
長
時

間
ユ
ニ
ッ
ト
に
座
っ
て
い
て

も
疲
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ

う
に
空
間
を
広
く
と
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
個
室
化
し

た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
そ
う

す
る
と
空
間
が
狭
く
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
半
個
室
化

し
て
天
井
を
高
く
と
り
ま
し

た
。
他
に
気
に
入
っ
て
い
る

点
は
動
線
分
離
が
し
っ
か
り

で
き
て
い
る
事
で
す
ね
。
患

者
さ
ん
は
ユ
ニ
ッ
ト
前
の
一

面
ガ
ラ
ス
の
通
路
を
通
っ
て

ユ
ニ
ッ
ト
に
向
か
い
ま
す
か

ら
裏
方
は
見
え
ま
せ
ん
。

—

先
生
の
得
意
な
分
野
は
ど
こ

で
す
か
？

佐
藤

：

得
意
分
野
は
正
直
な
い

で
す
ね
。
僕
の
目
標
は
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
先
生
が
言
っ
て

い
る
よ
う
な
「
偉
大
な
る
Ｇ

Ｐ
」
で
す
ね
。
偉
大
な
る
は

　

か
ら
梅
雨
の
新
潟
平
野
の
真
ん
真
ん
中
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
空
に
向
か
っ
て
育
つ
時
期
、
国
道
８
号
線
沿

い
の
コ
メ
リ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
裏
手
に
あ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
歯
科
医
院
に
佐
藤
正
治
院
長
を
訪
ね
た
。
医
院

名
の
由
来
は
「
み
ん
な
が
集
う
歯
科
医
院
」
が
作
り

た
い
と
い
う
佐
藤
先
生
の
思
い
か
ら
命
名
さ
れ
た
。

ち
ょ
っ
と
不
遜
な
感
じ
が

し
ま
す
の
で
、「
よ
い
Ｇ
Ｐ
」

に
し
と
き
ま
す
。
毎
日
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
だ
け
と
か
根
治
だ

け
と
か
よ
り
も
、
子
供
も
診

る
し
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
す
る

し
、
ペ
リ
オ
も
す
る
。
こ
う

い
っ
た
形
が
自
分
に
と
っ
て

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
外
科

は
大
好
き
な
ん
で
す
が
毎
日

そ
れ
ば
っ
か
り
や
っ
て
い
る

と
歯
科
医
療
の
な
か
に
お
け

る
位
置
づ
け
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
ん

で
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｇ

Ｐ
が
理
想
で
す
。
そ
の
な
か

で
で
き
る
だ
け
良
質
の
治
療

を
患
者
さ
ん
に
提
供
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

—

患
者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？

佐
藤

：

患
者
さ
ん
に
自
分
が
考

え
て
い
る
一
番
い
い
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

常
々
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も

患
者
さ
ん
の
希
望
で
あ
る
と

か
経
済
的
な
事
情
で
あ
る
と

か
時
間
や
知
識
で
あ
る
と
か

色
ん
な
条
件
で
一
番
い
い

も
の
で
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
自
分

や
家
族
に
で
き
る
治
療
か
？

と
自
問
し
な
が
ら
治
療
法
を

選
択
し
ま
す
。
再
治
療
は
で

き
る
だ
け
行
い
た
く
な
い
の

で
中
途
半
端
な
こ
と
は
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
、

そ
れ
で
も
再
治
療
は
あ
り
ま

す
け
ど
。
後
で
き
る
だ
け
患

者
さ
ん
を
長
期
間
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で

す
。

—

若
い
先
生
と
歯
科
医
師
を
目

指
し
て
い
る
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
一
言
。

佐
藤

：

一
言
で
言
っ
て
し
ま
え

ば
「
歯
科
医
療
は
魅
力
的
な

仕
事
で
す
。」
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
た
し
か
に
今
の
歯

科
を
取
り
巻
く
環
境
は
制
度

的
に
大
変
だ
と
か
い
わ
れ
て

ま
す
け
ど
、
制
度
は
い
く
ら

で
も
変
わ
る
も
の
だ
し
、
保

険
制
度
か
ら
離
れ
て
が
ん

ば
る
と
い
う
選
択
も
で
き
ま

す
。
そ
れ
ら
の
問
題
と
歯
科

医
療
の
本
質
と
は
違
う
話
な

の
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
達

成
感
の
あ
る
仕
事
を
し
た

上
で
患
者
さ
ん
に
感
謝
さ
れ

る
。
非
常
に
魅
力
的
な
仕

事
で
す
。
今
ま
で
わ
か
ら
な

か
っ
た
事
も
あ
る
程
度
わ

か
っ
て
き
た
し
、
逆
に
言
う

と
全
部
が
解
っ
て
い
る
わ
け

で
は
無
い
の
で
、
も
っ
と
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
非
常
に
や

り
が
い
が
あ
る
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。

佐藤 正治（さとう まさはる）先生
診療室　フォーラム歯科医院
〒 950-1213 新潟市南区能登 2 丁目 10-12
TEL 0120-418-466　025-371-1122
平成元年　新潟大学歯学部卒
平成元年から 5 年　 新潟大学歯学部歯科放射線学講座助手
平成 8 年　新潟県白根市 ( 現在、新潟市南区 )
　　　　　フォーラム歯科医院開設 
所属研究会
　新潟再生歯学研究会正会員、会長
　新潟月穂の会正会員
　日本審美歯科協会正会員

天井が高く開放感のある待合室

新
潟
市
能
登 
フ
ォ
ー
ラ
ム
歯
科
医
院

Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
員　

佐
藤
正
治
先
生
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今
年
の
春
は
、
日
本
口
腔
外

科
学
会
な
ら
び
に
日
本
矯
正
歯

科
学
会
か
ら
「
顎
変
形
症
に
係

る
診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」
の
通
知
に
よ
っ
て
一
気

に
目
が
覚
め
、
そ
の
後
生
じ
た

混
乱
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を

取
り
戻
せ
て
き
た
感
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
で
保
険
診
療
を
希
望

す
る
患
者
に
対
し
て
懇
切
丁
寧

な
対
応
を
す
る
た
め
に
、
保
険

の
歯
科
矯
正
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
考
え
る
良
い
機
会
が
与
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

上
記
タ
イ
ト
ル
に
て
四
回
に

わ
た
り
連
載
し
、
下
記
の
よ
う

な
テ
ー
マ
で
そ
の
節
目
の
問
題

点
を
探
り
、
歯
科
矯
正
専
門
医

制
度
と
の
か
ら
み
に
つ
い
て
論

じ
て
い
き
た
い
。

第
一
回
目
は
、
一
九
八
四
年 

特
定
療
養
費
制
度
創
設
に
つ
い

て第
二
回
目
は
、
一
九
九
〇
年 

顎
変
形
症
の
手
術
前
後
に
お
け

る
歯
科
矯
正
保
険
導
入
か
ら

一
九
九
六
年 

施
設
基
準
拡
大

に
つ
い
て

第
三
回
目
は
、
二
〇
〇
六
年 

施
設
基
準
の
新
設
と
一
部
変
更

に
つ
い
て

第
四
回
目
は
、
混
合
診
療
解
禁

と
歯
科
矯
正
専
門
医
制
度
に
つ

い
て

　

今
回
は
、
特
定
療
養
費
制
度

創
設
に
よ
る
混
合
診
療
問
題
発

生
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た

り
、
年
表
（
１
）
を
参
考
と
し

て
「
骨
切
り
術
」
の
算
定
方
法

に
つ
い
て
も
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

　

一
九
八
四
年
に
創
設
さ
れ
た

特
定
療
養
費
制
度
と
は
、
被
保

険
者
（
患
者
）
が
保
険
適
用
範

囲
外
の
高
度
先
進
医
療
（
先
端

的
な
医
療
技
術
）
ま
た
は
選
定

療
養
（
患
者
の
選
択
に
委
ね
る

こ
と
が
適
当
な
サ
ー
ビ
ス
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
ー
）
を
受
け
る
場
合

に
、
一
般
の
療
養
の
給
付
と
同

様
な
基
礎
的
な
診
療
部
分
に
つ

い
て
は
、
特
定
療
養
費
と
し
て

保
険
給
付
の
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
高
度
先
進
医
療
が
行
わ

れ
る
特
定
承
認
保
険
医
療
機
関

の
施
設
要
件
の
う
ち
注
目
す
べ

き
こ
と
は
、「
い
わ
ゆ
る
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
大
学
附
属
病

院
も
し
く
は
厚
生
大
臣
が
認
め

た
病
院
」
で
あ
り
、
常
勤
歯
科

医
師
数
に
関
し
て
は
、
そ
の
後

基
準
が
緩
和
さ
れ
て
い
く
が
制

度
発
足
当
初
は
厳
格
慎
重
を
期

し
、
保
存
科
、
補
綴
科
、
口
腔

外
科
、
矯
正
歯
科
及
び
小
児
歯

科
に
つ
い
て
各
五
名
以
上
配
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

ろ
は
、
顎
変
形
症
に
対
し
て
は

外
科
的
手
術
単
独
よ
り
は
、
手

術
前
後
に
お
け
る
歯
科
矯
正
を

行
っ
た
ほ
う
が
、
咬
合
関
係
の

仕
上
が
り
の
精
度
や
手
術
後
の

安
定
性
な
ら
び
に
咀
嚼
機
能
の

改
善
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
こ
と
を
誰
も
が
認
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
で
年
表
（
１
）

の
参
考
「
骨
切
り
術
」
の
と
お

り
、
手
術
単
独
扱
い
の
ケ
ー
ス

が
存
在
し
て
い
た
事
実
に
よ
っ

て
、
特
定
療
養
費
制
度
創
設
後

の
保
険
が
混
乱
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
「
混
合
診
療
と
は
」
一
疾
患

に
対
す
る
一
連
の
診
療
行
為
に

お
い
て
保
険
診
療
と
自
由
診
療

を
併
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
基

礎
的
な
根
っ
こ
の
部
分
に
つ
い

て
保
険
診
療
を
受
け
る
に
当

た
っ
て
は
、
患
者
側
が
保
険
証

を
提
示
し
て
、
公
的
医
療
保
険

を
受
け
る
と
い
う
意
思
表
示
を

し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
は
公
的

医
療
保
険
制
度
に
乗
っ
て
、
特

殊
療
法
の
禁
止
ル
ー
ル
の
中
で

診
療
し
て
い
く
し
か
な
い
。
基

本
的
に
一
疾
患
に
対
す
る
一
連

の
診
療
行
為
に
お
い
て
保
険
診

療
と
自
由
診
療
が
混
じ
る
と
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
し

て
、
根
っ
こ
か
ら
否
定
す
る
根

拠
は
こ
の
特
定
療
養
費
制
度
創

設
に
始
ま
る
。し
か
し
な
が
ら
、

厚
生
労
働
省
の
行
政
の
や
り
方

を
見
て
い
る
と
、
法
以
外
の

も
の
、
つ
ま
り
通
達
的
な
も

の
で
や
る
こ
と
が
余
り
に
も

多
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
運
営
の
や
り
方
と
い
う
の

は
、
果
た
し
て
現
実
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
深

い
疑
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
言
っ
て
お
き
た
い
。

　

顎
変
形
症
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
七
年
に
「
顎
変
形
症

の
外
科
的
手
術
前
後
に
お
け

る
歯
科
矯
正
治
療
に
関
す
る

療
養
」
が
高
度
先
進
医
療
と

し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
矯
正
診
療
部
分
が
自
費
扱

年 内容等 混合診療問題 参考 : 骨切り術

昭和 56 年
6 月（1981）

唇顎口蓋裂の保険適
用（歯科点数表第 10
部歯科矯正の新設）
〔5月 29日公布〕
〔6月 1日適用〕

以降、平成 18 年 4
月までは、保険医療
機関であれば歯科矯
正診断料に係る対象
疾患の保険診療を行
うことができる。

コステッカ手術（昭 33.10.20. 保険発 139）2,150 点。
下顎前突症手術（昭 49.7.1. 保険発 78）2,150 点◇下顎前突（反対咬合）のとき下顎両側第一小臼

歯を抜去し、この部位で下顎骨を切断して後退させる。
小下顎症手術（昭 49.7.1. 保険発 78）2,150 点◇離開咬合（Open bite）を伴う小下顎症手術において、

上顎の臼歯部を上顎洞から離断し、外側にひろげ、上下顎の顎間固定を行った場合。
外科的矯正手術（昭 55.8.1. 保険発 58）5,900 点◇上顎骨の発育異常のため、外科的矯正を行う場合、

上顎に対して上顎骨水平骨切離術（Le Fort I 型、II 型、III 型）に準じて手術を行った場合、下顎
枝の矢状分割法（Dalpont-Obwegeser 法）又は逆 L 字型骨切離術等を行った場合。

昭和 57 年
4 月（1982）

唇顎口蓋裂（実質上
の保険適用）
診療報酬算定開始
〔4月 1日〕

コステッカ手術（昭 33.10.20. 保険発 139）2,150 点。
下顎前突症手術（昭 49.7.1. 保険発 78）2,150 点。
外科的矯正手術（昭 55.8.1. 保険発 58）
点数変更◇上顎 :5,900 点、下顎 :4,550 点。

昭和 59 年
10 月（1984）

健康保険法等の一部
を改正する法律（昭
和 59 年法律第 77 号）
の公布〔8 月 14 日〕
施行〔10 月 1 日〕

特定療養費制度創設 同上

昭和 61 年
4 月（1986）

外科的矯正手術（昭 55.8.1. 保険発 58、昭 61.3.15. 保険発 18）
点数変更◇上顎 :5,500 点、下顎 :5,500 点。

コステッカ手術（昭 33.10.20. 保険発 139）
点数変更 2,600 点。

下顎前突症手術（昭 49.7.1. 保険発 78）
点数変更 2,600 点。

昭和 62 年
4 月（1987）

東京医科歯科大学歯
学部附属病院 :「顎変
形症の外科的手術前
後における歯科矯正
治療に関する療法」
が高度先進医療とし
て承認された

高度先進医療として
承認された医療機関
のみ特定療養費制度
適用

昭和62年は、改正なしにつき、同上。

昭和 63 年
6 月（1988）

＊区分・名称等の変更あり、上顎骨移動術（昭 63.5.30. 保険発 53）1. 単純な場合 :7,100 点◇上顎
骨発育不全症、外傷後の上顎骨後位癒着などに対し、Le Fort I型切離により移動をはかる場合。2.複
雑な場合及び 2 次的再建の場合 :10,000 点◇同様の症例に対し、Le Fort II 型又は III 型切離によ
り移動する場合及び悪性腫瘍手術などによる上顎欠損症に対し 2 次的骨性再建を行う場合。

下顎骨形成術（昭 63.5.30. 保険発 53）1. おとがい形成の場合 :3,100 点。2. 短縮又は伸長の場合 :8,700
点。3. 2 次的骨性再建の場合 :10,000 点。

（コステッカ手術）（昭 33.10.20. 保険発 139、昭 63.5.30. 保険発 53）点数変更 3,100 点。
（下顎前突症手術）（昭 49.7.1. 保険発 78、昭 63.5.30. 保険発 53）点数変更 3,100 点。

平成 2 年
4 月（1990）

顎変形症の保険適用
（顎口腔機能診断料の
新設）

口腔外科と矯正歯科
がある病院にのみ保
険適用

同上

歯科矯正保険適用の歴史（1）

い
で
あ
り
な
が
ら
基
礎
的
な
外

科
手
術
に
関
す
る
診
療
部
分
が

特
定
療
養
費
と
し
て
保
険
適
用

と
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
混
合
診
療
の
危
機
的
状

態
を
い
ち
早
く
脱
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
が
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
歯
学
部
附
属
病
院
で
、
以

降
諸
大
学
が
追
従
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
医

科
歯
科
大
学
で
す
ら
一
九
八
四

年
十
月
か
ら
一
九
八
七
年
四
月

ま
で
の
二
年
半
に
渡
り
、
そ
し

て
ま
た
一
方
で
い
わ
ゆ
る
大
学

病
院
以
外
の
矯
正
歯
科
開
業
医

に
つ
い
て
は
一
九
九
六
年
の
施

設
基
準
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
保

険
適
用
の
道
が
開
け
る
ま
で
の

十
一
年
半
に
渡
り
、
各
々
矯

正
と
い
う
自
費
が
混
じ
っ
た
こ

と
に
よ
る
「
混
合
診
療
」
の
壁

に
よ
っ
て
、
特
定
療
養
費
制
度

創
設
ま
で
問
題
に
な
ら
な
か
っ

た
顎
変
形
症
手
術
そ
の
も
の
に

対
す
る
保
険
適
用
の
道
が
閉
ざ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。 

つ
づ
く
。

Ｊ
Ｂ
Ｏ
副
代
表
委
員　

関 

康
弘

一
九
八
四
年 

特
定
療
養
費
制
度
創
設
に
つ
い
て ▶ 1◀
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本
日
の
推
薦
人
は
鹿
児
島
市

在
住
、
生
粋
の
焼
酎
好
き
の
先

生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
奨

め
焼
酎
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

お
す
す
め
焼
酎　

北
園
俊
司

　
「
安
納
」（
種
子
島
酒
造
）
と

い
う
「
い
も
焼
酎
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。
こ
の
焼
酎
は
、
種
子

島
の
安
納
地
区
だ
け
で
し
か
栽

培
さ
れ
て
い
な
い
最
も
甘
く
て

お
い
し
い
さ
つ
ま
い
も
安
納
芋

を
、
契
約
農
家
に
栽
培
し
て
い

た
だ
き
、
原
料
と
し
て
お
り
ま

す
。
使
用
水
は
軟
水
岳
之
田
湧

水
を
使
用
し
、
一
級
品
の
黒
麹

菌
に
て
一
次
も
二
次
も
か
め
壷

で
仕
込
ん
だ
こ
だ
わ
り
の
い
も

焼
酎
で
す
。
い
も
焼
酎
と
し
て

は
、
濃
厚
で
ふ
く
よ
か
な
味
わ

い
に
仕
上
が
っ
て
お
り
こ
だ
わ

り
の
焼
酎
通
に
自
信
を
持
っ
て

お
勧
め
で
き
る
一
品
で
す
。

　

こ
の
焼
酎
は
、
ま
だ
プ
レ

ミ
ア
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

ロ
ッ
ク
も
し
く
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ

ア
イ
ス
に
て
20
回
ほ
ど
よ
く
か

き
混
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

ほ
の
か
な
安
納
い
も
（
種
子
島

の
甘
い
芋
）
の
か
お
り
が
し
、

ロ
ッ
ク
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
甘

さ
が
口
の
中
に
ほ
ん
わ
か
と
ひ

ろ
が
り
ま
す
。（
個
人
的
に
は

魔
王
よ
り
好
き
で
す
！
）

　

か
な
り
こ
だ
わ
り
の
焼
酎

で
、
原
価
と
し
て
は
森
伊
蔵
な

ど
よ
り
も
高
い
で
す
が
、
そ
れ

な
り
の
味
は
保
証
し
ま
す
。
た

だ
、
鹿
児
島
で
も
時
期
に
よ
っ

て
は
手
に
入
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
本
当
に
あ
ま
り
名
前
を
広

げ
た
く
な
い
焼
酎
で
す
（
自
分

が
飲
め
な
く
な
る
た
め
）。

　

私
も
、
鹿
児
島
で
手
に
入
ら

な
い
と
き
は
、
と
さ
や
酒
店
に

無
理
を
し
て
長
崎
経
由
で
鹿
児

島
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
る
状
態

で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
し
て
み
て

下
さ
い
。
で
も
お
い
し
か
っ
た

ら
、
あ
ま
り
他
の
人
に
は
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
し
な
い
で
、
こ
っ

そ
り
自
分
で
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
方
が
よ
い
焼
酎
だ
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
本
文
中
に
出
て
き
ま

し
た
。
と
さ
や
酒
店
さ
ん
の
ご

主
人
か
ら
も
耳
よ
り
な
情
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
さ
や
酒

店
さ
ん
は
海
に
沈
む
夕
日
の
綺

麗
な
橘
湾
に
面
し
た
小
浜
（
お

ば
ま
）
温
泉
に
あ
る
酒
屋
さ
ん

だ
そ
う
で
す
。

　
「
当
店
は
長
崎
県
で
も
有
数

の
風
光
明
媚
な
温
泉
地
、
小
浜

温
泉
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

九
州
の
焼
酎
を
中
心
に
全
国

の
地
酒
そ
の
他
多
彩
な
品
揃
え

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
全
国
へ

向
け
て
通
信
販
売
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
注
文
承
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
特
別
に
Ｊ

Ｉ
Ｏ
会
員
の
先
生
方
に
は
、
優

先
し
て
手
配
い
た
し
ま
す
。
是

非
ご
利
用
下
さ
い
ま
せ
。」

連
絡
先
＝
〒
８
５
４

−

０
５
１
４　

長
崎
県
雲
仙
市
小

浜
町
北
本
町
９
０
５

−

５
８

電
話

：

０
９
５
７
（
７
４
）

２
６
３
０
、
フ
ァ
ッ
ク

ス

：

０
９
５
７
（
７
４
）

５
９
１
９
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：

http://w
w

w
.

tosaya.biz/

、

Ｅ
メ
ー
ル

：

info@
tosaya.

biz

①　いも焼酎「安納」

　 こ の コ ラ ム で は CASP Japan（http://CASPjp.umin.
ac.jp）の「臨床試験を理解するための 12 のチェックポイ
ント ver. 2.21」に従って文献を紹介します。

Comparison of peer assessment ratings（PAR） from 
1-phase and 2-phase treatment protocols for Class II 
malocclusions 
King G.J., McGorray S.P. et al
Am J Orthod Dentofacial Orthop 2003;123:489-96

1. その試験は焦点が明確な課題設定がなされたか？  
①研究対象者（患者） 混合歯列期の II 級の患者 276 人。
②検討対象となった介入（治療）  
1） 永久歯萌出まで経過観察後 1-phase で治療
2） I 期治療にヘッドギアを用いた 2 –phase の治療
3） I 期治療にバイオネーターを用いた 2 –phase の治療
③検討された転帰（評価基準） 
1- phase と 2-phase の治療を行った患者間で、治療後の
かみ合わせと歯並びの状態（PAR の平均値）が異なるか

2. その試験は設定された課題に答えるための研究方法が
とられていたか？
RCT（ランダム化比較試験）

3. 患者はそれぞれの治療群にどのように割り付けられた
か？
ランダムに割り付け、方法の記載なし引用文献を参照。

4. 研究対象者（患者）、現場担当者（医者など）、研究解
析者は割付内容を目隠しされていたか？ 
資料採得者と分析者は目隠しされていた . 治療は 4 人の矯
正医により行われた .

5. 研究にエントリーした研究対象者全員が、研究結果に

おいて適切に評価されたか？ 
Intent-to-treat に従っている。II 期治療を行わなかった
19 人もそれぞれのグループの結果として含まれている。
24.6%（68 人）がドロップアウトしたが結果に影響を与
えるものではないと解析されている。

6. 研究対象となった介入以外は、両方のグループで同じ
ように治療が行われたか？ 
治療は 4 人の矯正医が順に行った。I 期治療の終了は 2 人
以上の矯正医が個別に終了と判定したとき。両側が I 級に
なったとき、2 年の治療期間が経過したとき。II 期治療は
ある種のコンセンサス（参考文献あり）に基づいて診断
が行われ、.018inch スロットのプレアジャステッドのブ
ラケットで治療が行われた。

7. その研究の対象患者数は、偶然の影響を小さく留める
のに、十分な数であったか？
十分であったと記述されている。
8a 結果はどのように示されたか？ 
各群の PAR（不成咬合の程度を点数化した指数、不正咬
合の程度、仕上がりの咬合の評価などに用いる。大きい
ほど悪い。）の平均値の差の検定が行われた。
8b 最も重要な結果は何であったか？ 
治療前および最終の RAR とも三つの群間に差は認められ
なかった。つまり I 期治療をしようがしまいが II 期治療
後の歯並び、かみ合わせの状態に差は認められなかった。
9. その結果はどの程度正確か？ 
Kruskal-Wallis 検定、P 値 =0.424
10. その結果はあなたの現場での対象者に当てはめること
ができるか？ 
はい。患者さんでは成長予測など個別の対応が必要なの
はいうまでもないが、II 級症例に対して I 期治療を適応し
ようとする際には、その患者が受けるメリットについて
今まで以上に詳細に検討を行うべきである。 
11. 全ての重要な転帰が考慮されていたか？
考慮されていたと思われる。
重要な結果以外の結果をここで紹介する。

① I 期治療を行った二群の II 期治療前の PAR は 1-phase
群のそれより有意に（P=.0001）小さかった。
②治療前後とも女児において小さい PAR を示した （前
p=.03、後 p=.02）。
③治療前の II 級関係の程度（severity）は II 期治療前後の
PAR と関連があり II 級が強いほど PAR は大きく、最初の
II 級の程度が小さいほど PAR の改善率は良かった。
④ FMA の大きさは II 期治療前後の PAR に影響を与えて
いない。
12. この臨床試験結果に基づいて、健康政策や方針、医療
内容を変えるべきか？
いいえ。
医療の内容を変える根拠はないが、10 で述べたように、
その適用に際してより慎重な検討が必要と思われる。 

解説
　米国においては、1990 年代後半から混合歯列期の治療
結果に対する RCT がいくつか行われた。混合歯列期の治
療は永久歯期の治療（II 期治療）の準備的意味合いが強く、
様々な治療法が存在している。たとえ混合歯列期に用い
た治療法が効果のないものであっても II 期治療を行うの
で倫理的問題は少ない？このような状況が RCT をデザイ
ンすることを容易にしたのだと思う。この論文の結果か
ら II 級症例に対する I 期治療はやらなくて良いとなるが、
実際には外傷の確率を下げるためなど I 期治療が有益な
場合もある。最終的には症例ごとの判断になる。しかし
大多数の患者にとって I 期治療が無意味であると示された
結果は診断時に考慮されるべきものと考える。この論文
のサンプルの内、非白人は 14 人でシビアな不正咬合が多
かったと記述されている。日本人をサンプルにすると異
なった結果が出るかもしれない。
　日本ではこの種の研究は皆無である。後ろ向きの治療
評価の論文も少ない。にもかかわらず、日経 Kids プラス
2006 年 13 号では引用文献もなしに「4 〜 9 才に矯正治
療を始めれば II 期治療での負担が大きく減る。」と記載さ
れている。大学教授の監修であった。上記論文と全く逆
の見解である。
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